
沖縄医報　Vol.58  No.8・9 2022
月間（週間）行事お知らせ

　毎年9月24日から30日は結核予防週間です。
　2020 年の新登録結核患者は日本全体で 1万
2,379 人、沖縄県で 186 人。結核罹患率（人口
10 万対）は日本全体が 10.1、沖縄県が 12.7 と
なっています。国全体で結核罹患率が 10 を下
回ると結核の低蔓延国となるので日本はまだ中
蔓延国です。目標は低蔓延国であり欧米では 5
をきっている国もあるため、患者の早期発見と
治療をさらに進めていく必要があります。
　沖縄県において新登録結核患者数などの指標
が改善傾向にあるのは関係者の方々の協力のも
と、オールジャパンの戦略にのっとり、患者の
早期発見と早期治療、日本版 DOTS（医療機
関や保健所等による患者さんの内服見守り）を
地道に行ってきた結果だと考えています。

　保健所に勤務して約 20 年、その間、結核に
関連することは様々な変化がありました。法律
も結核予防法（単独）から感染症予防法（2類）
に組み込まれました。喀痰検査の記載方法も「ガ
フキー号数」から「鏡検における検出菌数記載
法（簡易法）」に取って代わりました。乳児の
BCGもツベルクリン反応が省略されダイレク
トBCGになりました。患者発見にもツベルク
リン反応検査による判定からクォンティフェロ
ン TBや Tスポット.TB などのインターフェ
ロンガンマ遊離試験（IGRA）による血液検査
が用いられるようになりました。以前「マル
初」といわれていた発病前の結核感染も潜在性
結核感染症となり、発病予防だけではなく、免
疫抑制剤を使用する他疾患の方たちへの適応が
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広がっています。多剤耐性結核菌に効果のある
抗結核薬も登場しました。変わらないのは、「培
養検査から同定検査を経て結核菌を証明するこ
とが黄金律であること」です。
　新型コロナ感染症が流行する前は、外国生ま
れの方の結核が沖縄県でも、日本全国でも対策
の課題としてあげられていました。専門学校や
その寮における集団発生なども見られました。
日本の結核の統計（2020 年）では「外国生まれ」
の患者は 1,411 人と全体の 11.1%、20 代の患
者に限ってみると約 7 割をしめており、近年
の課題として対策が検討されています。特に
海外由来の場合、耐性菌の割合が我が国の割
合より高いことが多いため、咳などの症状が
出る前に早期発見することが重要になります。
結核判明時には、喀痰培養検査から薬剤感受性
検査を行い、感受性のある抗結核薬を使用する
必要があります。
　保健所の結核対策業務でお世話になっている
のは、長年沖縄県における結核診療に貢献して
いる国立病院機構沖縄病院です。国立病院機構
沖縄病院の先生・職員の方々には、隔離入院の
対応や本島内各保健所での感染症診査会委員と

しての対応に感謝します。また、仕事柄お世話
になっている結核予防会沖縄県支部や、その活
動趣旨に賛同して毎年普及啓発活動及び募金活
動をされている一般社団法人沖縄県婦人連合会
（沖縄県結核予防婦人連絡協議会）の皆様に感
謝いたします。
　国からの支援として、結核予防会結核研究所
の先生方には沖縄が復帰する前から来沖されて
対策の指導に当たり、数十年にわたり沖縄県結
核サーベイランス委員会で最新の動向や対策の
アドバイスをもらっております。いつもありが
とうございます。
　最後に、結核は様々な病態をとる疾患である
ことと、私が琉球大学医学部第二内科の研修の
初期に指導医から受けたアドバイス、「肺に影
がある患者に対しては、症状が無くても、喀痰
の抗酸菌染色を 3回提出（三連痰）すること」
を皆様の診療の時に頭の片隅にとめていただ
き、結核患者の診断に寄与する機会となれば幸
いです。診断時には最寄りの保健所に直ちに届
けるようお願いいたします。（実務上は最寄り
の保健所の結核担当に相談をお願いします。）

文書映像データ管理システムについて（ご案内）
　さて、沖縄県医師会では、会員へ各種通知、事業案内、講演会映像等の配信を行う「文書映像デー
タ管理システム」事業を平成 23 年 4 月から開始しております。
　また、各種通知等につきましては、希望する会員へ郵送等に併せてメール配信を行っております。
　なお、「文書映像データ管理システム」（下記 URL 参照）をご利用いただくにはアカウントとパス
ワードが必要となっており、また、メール配信を希望する場合は、当システムからお申し込みいただ
くことにしております。
　アカウント・パスワードのご照会並びにご不明な点につきましては、沖縄県医師会事務局

（TEL098-888-0087　担当：宮城・國吉）までお電話いただくか、氏名、医療機関名を明記の上
omajimusyo@okinawa.med.or.jp までお問い合わせ下さいますようお願い申し上げます。

○「文書映像データ管理システム」
　URL：https://www.documents.okinawa.med.or.jp/Dshare/header.do?action=login
　  ※ 当システムは、沖縄県医師会ホームページからもアクセスいただけます。
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